








































































































世帯番号 世帯主 ブナカ 世帯番号 世帯主 ブナカ
０１ OU ウプヤー ４６ SKZ ヤーマシャー
０２ IT スムリャー ４７ MKa ヤーマシャー
０３ TA スムリャ ４８ USe ヤーマシャー
０４ BS ウプヤー ４９ YMi スムリャー
０５ US ヤーマシャー ５０ KSi ウプヤー
０６ NM スムリャー ５１ OK スムリャー
０７ OY スムリャー ５２ GMi ヤーマシャー
０８ OS スムリャー ５３ KZe ヤーマシャー
０９ KK スムリャー ５４ n
１０ OK スムリャー ５５ n
１１ SK ウプヤー ５６ KEi スムリャー
１２ OSi スムリャー ５７ BHi ウプヤー
１３ OZ スムリャー ５８ SKo ヤーマシャー
１４ OT スムリャー ５９ n
１５ GK ヤーマシャー ６０ NTa ヤーマシャー
１６ KK ウプヤー ６１ SJ ウプヤー
１７ SK ヤーマシャー ６２ SSe ヤーマシャー
１８ IM ウプヤー ６３ GZen スムリャー
１９ NR ウプヤー ６４ SMo スムリャー
２０ 不在 ６５ KEI スムリャー
２１ USa ヤーマシャー ６６ TTi スムリャー
２２ US ヤーマシャー ６７ KKa スムリャー
２３ ST ヤーマシャー ６８ n
２４ KT ウプヤー ６９ STO ヤーマシャー
２５ TT ヤーマシャー ７０ KKi スムリャー
２６ NK ヤーマシャー ７１ KA スムリャー
２７ SK ヤーマシャー ７２ GKA スムリャー
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２８ BE ウプヤー ７３ Fko スムリャー
２９ NTo ヤーマシャー ７４ SKi ウプヤー
３０ 不在 ７５ SSi ウプヤー
３１ UYo ヤーマシャー ７６ IKe スムリャー
３２ ｎ ７７ STo ウプヤー
３３ SKa ヤーマシャー ７８ SMi ウプヤー
３４ STu ヤーマシャー ７９ SG ウプヤー
３５ NM ヤーマシャー ８０ 不在
３６ SI ヤーマシャー ８１ Oto ウプヤー
３７ KHa スムリャー ８２ KSy スムリャー
３８ NKi ヤーマシャー ８３ 不在
３９ STe ウプヤー ８４ 不在
４０ KKI スムリャー ８５ 不在
４１ NS スムリャー ８６ YTu スムリャー
４２ n ８７ STa ウプヤー
４３ n ８８ STo ウプヤー
４４ BMa ウプヤー ８９ NYo ヤーマシャー
４５ SKa ウプヤー
表（12）ブナカの構成
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 図（１）ヤーマスウガン（ヤーマシャーブナカ）の会場
   （－－－→は座順を示す。×はポーチャ、▲はサス、→は人の向きを示す。△・○
に付した数字は年齢順を示す。
































































  →  ■  ■ 
（マスムイ対象者）         （マスムイ対象者） 
 図（２）2003 年ヤーマシャーブナカでのマスムイ対象者
















































































































































































































































































































































































































（12）Marshall Sahlins, “What Kinship Is-And Is Not”（The University of Chicago 
Press,  2013）,  p.2
（13）前注の（２）で引用したもう一つの「島建て伝承」においても、最初の兄妹
は川満村出身という転入者であった。この伝承では来間島にはそれまでは住






























まる「doingな関係」であろう。D.M.Schneider , “A Critique  of  the Study of 
KINSHIP”（The University of Michigan Press,1984）, p.30
（18）末弘厳太郎「調査方針等に關する覺書」『中国農村慣行調査　第一巻』（岩
波書店　1952）22、23頁
（19）この点で「法的慣行」はサールの「構成的規則」（サール前掲書）とも相通
じる一側面を有していると解釈することも許されよう。
（20）ここでの「ブナカ」は３ブナカではなく、３ブナカの一体性を前提としたブ
ナカ自体を意味している。
